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登録リスト（該当：43件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～]	【上田市の銭湯】地図から銭湯の分布を見てみよう～「史的ニ上田」編～	突然ですが、皆さんは銭湯に行ったことはありますか？

銭湯というと、富士山の壁画が描かれた、東京の大きな下町銭湯を思い浮かべる人が多いと思います。ここでいう銭湯とは、法律で定められた一般公衆浴場のことです。

ここ上田市にも、地域に根付いた街のお風呂屋さん、銭湯が2軒あります。ですが最盛期には、なんと24軒もの銭湯がありました。昔は市街地ではお風呂のある家庭は一般的ではなく、農村部のお百姓さんの家、どこかの大富豪の社長さんの家など、限られた家庭にしかありませんでした。そこで、「浴場業（銭湯）」という一つの業種が確立されたんですね。今回は、上田市の銭湯を研究するための必読書、「史的ニ上田（15）上田の銭湯」という文献をご紹介します。
（画像は、文中にも登場する中央3丁目（松原町）の「竹の	2024-02-12
	2	[image: 御船の松]	御船の松	常楽寺境内にある船のような不思議な形をした松です。
なんと樹齢350年程度あるらしいです。
芸術的な形だったので思わず写真を取ってしまいました！	2023-10-31
	3	[image: 上田MATCHIフェス]	上田MATCHIフェス	先日長野大学生主催のMATCHIフェスに行ってきました。同じ大学の学生が主体で開催するということで、興味本位で行ってきました。会場には多種多様の飲食店やグッズの出店が並びお祭り気分を味わえました。演劇のステージもあり、市の曲芸団や長大のサークルが発表を行いパフォーマーとして楽しませる姿を見て感銘を受けました。イベントの最後には風船ランタンを打ち上げ、映える風景と共に締めくくりました。	2023-05-10
	4	[image: ”温泉”という身近なお風呂]	”温泉”という身近なお風呂	住んでいる中で一番、観光する目的が明確にある場所といったら別所温泉であるといえる。
なぜ目的が明確にあるのか。
それは、上田市に住んでいる学生は実家を離れてアパートなどで一人暮らしをしている人が多い。
そのため、お湯を沸かしてくれるリモコンなどの設備が無いため、シャワーだけで済ます人がほとんどである。そのため、温泉という｢湯船｣に気軽に浸かれる場所というものはとても貴重である。さらに、今の時期(これを書いている日付は2023/01/27)は寒さが厳しく給湯器が凍ってしまいお湯が出にくいという人も大勢いるのではないだろうか？
そのため、風呂に行くという目的の下、温泉に観光に行けるのではないだろうか。
別所温泉付近だけでも約7箇所あるため、1週間ごとのシフトを組んでみて赴いてみるというのも面白いかも	2023-01-26
	5	[image: 常楽寺]	常楽寺	北向観音の本坊で、鎌倉時代には天台数学の道場として栄えていた。境内には国の重要文化財に指定されている石造多宝塔があり、苔が生えていて趣を感じることができた。樹齢350年の「御船の松」は、とても立派な松だった。


別所温泉旅館組合「別所温泉のオススメ観光情報[公式]」
https://www.bessho-onsen.com/　（最終閲覧2023/1/26）	2023-01-25
	6	[image: 老農船津伝次平]	老農船津伝次平	船津伝次平は日本三老農の一人で養蚕の基本である桑栽培を研究し「桑苗簾伏法」を出版した。また、養蚕に限らず農業の近代化に貢献しており東京大学農学部（駒場農学校）の講師として農学の指導をしていた。	2022-11-30
	7	[image: おぶ～　【林檎の湯屋】]	おぶ～　【林檎の湯屋】	2022/11/24

温泉を入りに松本へ。

私は日頃からInstagramなどで温泉の投稿をしていることが多い。それもあり、なぜか友達を含めいろんな人から温泉の情報を教えてもらえる。
一月前ほどにこの温泉を教えてもらい、そこから気になっていた。そして念願の入浴。

おぶ～に着くとなんか駐車場見たことがある、、、。
中に入って確信、来たことある！！！
衝撃、、。入ったことのある温泉を忘れているとは。

温泉は最高。料金は750円と（長野にしては）高め。
サウナは2つ（ミストサウナとアロマロウリュ）あり露天風呂も5つほどあった。内風呂は低周波の湯船がたくさんあった。
筋肉をほぐし、体も温まって帰宅。	2022-11-25
	8	[image: 御座の湯　【草津温泉】]	御座の湯　【草津温泉】	大学生活5回目の草津温泉。
いつもは、西の河原露天風呂に入る。しかし、今回は友達のつよい希望で「御座の湯」へ。

ちなみに、御座の湯の隣には「白旗源泉」という草津温泉の源泉の1つがある。この白旗源泉は源頼朝が見つけたと言われており頼朝は源泉にある石に座ったといわれている。そのため、ここの湯船は源頼朝が座った「御座の湯」と言うらしい。
草津温泉の湯畑を見てみると「頼朝」というご飯屋さんがあるほどである。

このような豆知識を知ると観光地が一層楽しくなる。	2022-11-16
	9	[image: 東京の銭湯　【小杉湯】]	東京の銭湯　【小杉湯】	2022/06/28（火）

授業のため、長野県に戻る。
福岡県から長野県に行く方法はいくつかあるが、
今回は福岡～東京～長野で帰宅。

東京で友達の家に一泊。
せっかく来たし、銭湯にでも入ろう！と
友達を誘って、【小杉湯】へ。

料金は４８０円。
長野と比較すると若干高いな……。と思いながら入る。入ってビックり銭湯だがお風呂が４種類も！
サウナはないが、水風呂があり４３度の熱い湯船と交互に浸かる。
銭湯前にお酒を飲んでいたこともあり、
ぐるぐる血流が回る感覚が非常に気持ちよかった。

お風呂上がりはポカリスエットを飲んで、
至福のひととき。

東京にこんな雰囲気の良い銭湯があるんだー。と
友達と話しながら帰宅。
最高の一日。	2022-06-29
	10	[image: 山中温泉]	山中温泉	６月１７日

石川県加賀、山中温泉へ。

温泉自体は知っていたものの、県庁所在地金沢から少し距離があるため今まで行った事がなかった。
車で訪れた今回こそ！
と行ってみた。


山中温泉は松尾芭蕉も滞在したと有名な地域。
「山中や菊は手折らじ湯の匂い」
という句を詠んだ山中温泉「菊の湯」へ入浴。


真ん中に大きな湯船、周りに洗い場という昔ながらの温泉。昭和から建物も変わっていない。
町の人の生活の一部として昔から使用されているんだなーという感じがした。
入浴中、”昔の人も同じ湯船でこ天井を見ていたのかな”等と思うとうれしい気持ちになる。	2022-06-18
	11	[image: 北海道③　小樽　堤防]	北海道③　小樽　堤防	写真は小樽運河近くの堤防。

船は海上保安庁の船。

幼少期、「海猿」が大好きで海上保安官になりたかった

ことを思い出す。






（ここから書く文は5月17日　日記より）


堤防では、三人の男性が釣りをしていた。




会話を聞いていると、

どうやらこの堤防で初めて会ったみたい。




ふと、クーラーボックスを見てみると

一匹も魚は釣れていない。




自分も福岡でよく釣りをしていたが、

魚がつれないことは非常につまらない。




しかし、

小樽の空間・会話が彼らにとって

非常に心地のいいものだから

餌を食われた竿にまた餌をつけ、

また海に投げ入れるのかな。




同じ趣味の人とは話も合うし

自分もこのような時間をたくさん過ごせたらなぁ

と思った。	2022-06-12
	12	[image: 北海道②　小樽運河]	北海道②　小樽運河	札幌の後は小樽へ！


札幌から車で1時間弱とアクセスも良い。
小樽といったら小樽運河。




小樽運河は現在使用されていないが、
歴史的・文化的な価値があるとしてほとんど当時のまま残されている。




もちろん、当時のままでないものもある。


小樽運河にかかっている橋で当時のものは1橋のみ。


その理由は時代と共に船が変わり、同時に橋の高さを変えざる終えなかったため。


生活・時代と共に変化する橋を見ると
さらに歴史的・文化的価値に厚みがでてくるな、
と個人的に感じた。




小樽運河クルーズでは船頭さんから小樽の歴史について聞くことができる。


知らないことばかりで
非常に興味深く、楽しかった。	2022-06-11
	13	[image: 江戸の上田藩中屋敷跡を対岸から望む]	江戸の上田藩中屋敷跡を対岸から望む	▲上：上田藩中屋敷跡を対岸から望む
▼下：『江戸切絵図・浅草御蔵前辺図』の部分（屋敷は松平伊賀守と記されている）
　　　（下記国立国会図書館の図版を使用）

隅田川のこの地点（▲上）は、東京都墨田区横網町になります。ちょうど背後に両国国技館がある辺りの位置です。対岸は浅草橋付近、かつては浅草瓦町と呼ばれた辺りで、上田藩中屋敷の跡地になります。向かって右手方向は幕府の御蔵(米蔵)が建ち並んでいた場所になります。言い換えれば、舟運が物流の主流であった時代、ここがまさにその物流の江戸の中心地でした。

上田藩の江戸屋敷は年代によって変遷します。上屋敷は長らく神田の昌平橋付近にありました。上田藩主松平忠固が老中になったのに伴い、上屋敷は大名小路(現在の皇居外苑)に移ります。その後、幕末はこの	2022-05-09
	14	[image: 外地との行き来]	外地との行き来	志津衛の三男、祖父の俊三は大柄で、運動神経抜群。
京城中学校が甲子園に出場した時、ホームランも打っています。
外地の学校も、船で日本に遠征していた時の写真です。
甲子園での第12〜14回に出場し、成績も残っています。
12回大会は大正15年(１９２６年）なので、志津衛殉職の後7年後のこと。写真には手書きで、１９２７年とありますので、13回大会の時のものと思われます。
大正天皇は12月25日崩御なので、この年はすでに昭和２年の和暦となっています。
日本と京城間は、頻繁だったことに驚きます。	2022-02-24
	15	[image: 時間とともにネット上の情報が増えていく]	時間とともにネット上の情報が増えていく	たまたま書店で見つけた切り紙細工作家の方の本に紹介されていた鈴木江南著の本を、初めてカラーで見ました。その方もどこかの古本で手に入れられたのでしょう。
そのうち、古書の売買を専門にするサイトや、個人の所蔵品の売り買いのサイトができて、運よく実物を見つけることができるようになりました。手の届かない値段でない限り入手するようにしています。
こちらは、モンガタキリヌキ花の巻、シリーズになっている冊子の１号めだと思われます。裏表紙には、三越のマークが入っていて、何色かの色紙の付録がついた紙ファイルに収められています。一冊拾八銭とあります。。
古い本がアーカイブ化されネット上で見ることができるようにもなってきました。
東京や大阪にある国会図書館もネット検索で、少年少女向けの雑誌に、記事	2022-02-21
	16	[image: 那須与一に関係するイベントなど]	那須与一に関係するイベントなど	『扇の的弓道大会』
　　中禅寺湖に浮かんだ船の上の扇を的とした弓道大会です。毎年約1500人が参加します。私も中学生の時に参加したことがあり、先輩から先頭の船に乗っている巫女の人形の名前はキャサリンだと教えられました。根拠はないため、ひとつの噂話として頭に入れていただけるとうれしいです。
　場所→栃木県日光市中宮祠
　日時→8月４日　8：00～15：00

『与一弓道大会』
　　那須与一の偉業を顕彰するための大会です。中高生の参加者は県北地区居住者に限られます。的が扇型になっています。
　場所→大田原市福原玄性寺与一弓道場

『大田原与一まつり』
　　那須与一を称えるまつりです。昼の部には武者行列、子供みこしが、夜の部には与一踊りがあります。令和2年度から令和4年度の3年間休止されています。

『扇の	2022-02-15
	17	[image: 那須与一とは]	那須与一とは	　那須与一は、『平家物語』や『源平盛衰記』に登場する武将です。与一とは10あまり1、つまり11男を示す通称となっています。その名の通り10人兄がいますが、10人のうち9人が平氏の味方となり、残る1人も罪を得てしまったため、与一が家督を継ぎました。その後与一は彼らに那須各地を分地します。屋島の戦いにて扇の的を射ったことで有名です。

　誕生日は不明で、京都伏見にて病死、即成院に埋葬されたと伝えられています。しかしその年月日は史料により異なり、那須系図(那須隆氏蔵)、那須拾遺記によると1189年8月8日、那須系図(続群書類従)によると1190年10月となっています。

　那須与一が頼朝より与えられたと伝えられる荘園は以下の五つです。
・丹波国五賀庄(京都府船井郡日吉町)
・信濃国角豆庄(長野県松本市、塩尻市)
・若狭国東宮	2022-02-15
	18	[image: 呉市のこれから]	呉市のこれから	呉市は、人口減少や災害発生などの危険性を背景に、2020年4月に「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を策定し、再開発を進めている。
伸ばしていきたいポイントのひとつが、市が有する交通便利性だ。JR呉駅から、広島駅まで最速29分である。広島空港までも1時間でアクセスできる。また、呉港からは、広島や四国方面に多くの船が行き来している。この交通の便利性に加え、駅前の再開発を行うことで、住民や、観光客の増加を図る。
また、呉市は高齢化の問題も深刻であり、再開発には自動運転などのスマートモビリティの導入も含まれている。

出典：「呉市ホームページ」
https://www.city.kure.lg.jp/	2022-02-09
	19	[image: 呉の歴史～昔と現在の比較２～]	呉の歴史～昔と現在の比較２～	現在は、「マリンジャパンユナイテッド呉造船所」となり、大型船舶の建造を行っている。また、2005年には、呉市が後世に技術を伝えるために、「呉市海事歴史科学館」、通称「大和ミュージアム」を開館した。現在では、多くの観光客が訪れる人気観光スポットになっている。

出典：「海軍とともに発展した呉の街」
https://smtrc.jp/town-archives/city/hiroshima/p07.html	2022-02-09
	20	[image: 呉市の歴史～昔と現在の比較２～]	呉市の歴史～昔と現在の比較２～	これは、「呉海軍工廠」の様子。1889年に「呉鎮守府」が設置されるとそのもとに、「造船部」が置かれた。1903年に組織され、「呉海軍工廠」が誕生。東洋一の設備を誇り、ドイツの「クルップ」とならび、「世界の二大兵器工場」と称されるようになる。巨大戦艦「大和」、戦艦「長門」、航空母艦「赤城」などの海軍を代表する戦艦を数多く建造した。

出典：「海軍とともに発展した呉の街」
https://smtrc.jp/town-archives/city/hiroshima/p07.html	2022-02-09
	21	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	広島県呉市は、面積35,318平方キロメートル、人口213,640人と広島県三番目の都市。

平安時代に遣唐使の往来があったことや、平清盛が関係した「音頭の瀬戸」からも分かるように、古くから海と船にゆかりのある地域である。

明治時代には、海軍の拠点の一つとして海軍の鎮守府を置き、軍港と共に発展を遂げる。

海軍開庁時に、人口も増加に転じ、ピーク時には400,000人にも上り、職人だけで30,000人もいたが現在は半減し、尚も減少傾向にある。

終戦後、「旧軍港転換法」の成立により、現在の産業の発展の糧となる。

海軍の施設は、観光資源としても再利用され、毎年多くの観光客が訪れる。

2016年には、映画「この世界の片隅に」がヒットし、再び注目を浴びる。

出典：「富国強兵とひろしま～軍港呉～」
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploade	2022-01-29
	22	[image: 4　年表からひもとく]	4　年表からひもとく	坂井村誌内の年表を一部引用し、特に重要な部分をまとめた。

昭和12年（1937年）

・盧溝橋事件が勃発。村内の予備兵に召集下令があり、村内に一気に緊張感が流れた。
・銃後後援会（後に奉公会）結成、村防護団結成・応召家庭の農作業奉仕。
・軍の指示により、初めて防空演習が行われる。
・国防婦人会結成（全村）、国民精神総動員長野県実行委員会（会長・県知事）坂井村支部（支部長・村長）結成。
⇒日中全面戦争の開始に伴って始められた、国民の戦争協力を促す官製国民運動。「精動」と略されることもある。1937年（昭和12）8月第一次近衛文麿(このえふみまろ)内閣は「国民精神総動員実施要綱」を閣議決定し、同年10月「挙国一致、尽忠(じんちゅう)報国、堅忍(けんにん)持久」のスローガンのもとに国民精神総動員	2022-01-29
	23	[image: 長野県とイナゴ]	長野県とイナゴ	古くから親しまれてきたイナゴを食べて学ぼう！


・イナゴソフト
　諏訪湖観光汽船で販売。イナゴの甘露煮が刺さってます(^_-)-☆

・バッタおやき
　バッタは名だけで中身はイナゴ。

・バッタ飴
イナゴの佃煮を埋め込んだ、棒付きべっ甲飴。	2022-01-27
	24	[image: 万葉集と千曲川②]	万葉集と千曲川②	千曲(ちぐま)なに　浮き居(を)る舟の 漕ぎ出なば
　　　　　 逢ふことかたし 今日(けふ)にしあらずは
作者：不明

意味：あの岸辺に浮いている舟が漕ぎ出して行ってしまったらもう二度とあの方にお逢いできないでしょう。せめて今日だけでもお逢いしなくては。

私の考察
千曲川の岸辺に停まっている船に乗った想い人。船が出てしまったら、もう逢うことができないと思った作者がせめて今日だけでもと逢いにいく様子が読み取れる。	2022-01-27
	25	[image: 渋温泉街～多様な温泉～]	渋温泉街～多様な温泉～	温泉街を歩いていると、銭湯を多く見かけた。調べてみると、九湯めぐりたるものが体験できるらしい。

渋温泉には、地元の人が毎日利用する外湯（共同浴場）が九つあります。 昔から大切に守られてきた外湯を渋温泉に宿泊するお客様にも解放し、渋の湯の恵みを楽しんでいただけるのが「九湯めぐり（厄除巡浴外湯めぐり）」。
それぞれ源泉や効能が異なる外湯を、祈願手ぬぐいにスタンプを押しながらめぐります。
最後に温泉街を見下ろす「渋高薬師」へ参詣して印受すれば満願成就。
九（苦）労を流し、厄除け、安産育児、不老長寿のご利益があるといわれています。
歴史を感じる外湯のたたずまい、好みの肌触りのお湯を見つけたり、湯船での人々との語らいもまた、九湯めぐりの醍醐味です。
(https://www.shibuonsen.net/onsen/より引用)

筆者	2022-01-23
	26	[image: 三楽時(安楽寺・常楽寺・長楽寺)]	三楽時(安楽寺・常楽寺・長楽寺)	安楽寺の創設ははっきりしていないが、729～749年の間に高層として知られる行基(ぎょうぎ)によって、また、824～834年の間に慈覚大師円仁によって開かれたという説がある。国宝にも指定された八角三重塔があり、こちらに使われている木材を調査したところ、正応2年(1289年)に伐採した木材が内部に使用されていたことがわかり、13世紀末に建築された塔であると考えられている。

常楽寺は北向観音堂と同じく天長2年に建てられた。境内には樹齢350年とも言われる宝船ののような御船の松があり、この宝船で阿弥陀様が極楽浄土に導いてくれるという。また、本堂の裏には北向観音の霊像が出現したとされた場所に700年もの歴史がある石造多宝塔が保存されており、鎌倉時代に天台宗の拠点として栄えていたことが伺える。

長楽寺は焼失して現在は存在	2021-12-21
	27	[image: 古舟橋]	古舟橋	青いボディが特徴の古船橋。
真田カラーである赤色ではなく、敢えて青色なのは近くの上田橋(次項で紹介)と比較しやすくするためなのかな、と勝手な想像が膨らみました。	2021-11-13
	28	[image: 岡谷探索-4]	岡谷探索-4	岡谷駅の駅名標。岡谷駅は1905（明治38）年に鉄道院中央本線の終着駅として整備された。製糸業の中心地として、繭を県内・県外に輸送したり、石炭を天竜川の船に輸送する役割を果たした。1905年は日露戦争の年であり、またその4年後に日本は生糸輸出量で世界一位となっている。日本の産業、また国力上重要な期間に岡谷駅は整備されたのである。	2021-07-19
	29	[image: 日和山公園]	日和山公園	日本海に夕日が沈む様子を日和山公園から撮影した写真。
日和山公園は桜の名所でもある。
園内に、木造六角灯台や方角石、千国船などがあり、港町の風情を感じることができる。六角灯台越しには酒田港や最上川河口を一望でき、日本海に沈む夕陽を観ることができる。	2021-05-05
	30	[image: 龍翔館]	龍翔館	地元の歴史にまつわる者が多く飾られている。有名な船も入り口に飾られている。	2021-05-05
	31	[image: 東尋坊]	東尋坊	有名なスポットでドラマなどにも出てくることがある。船があったりもする。	2021-05-05
	32	[image: 榛名湖]	榛名湖	　上毛三山の一つ、榛名山の火山活動によって生まれた、標高1,100メートルにあります。年間を通じて美しい景観と自然を満喫できる高崎市で一番人気のアウトドアスポットです。爽やかな空気の中、ボートや遊覧船、オートキャンプなどが楽しめます。アニメ：頭文字Dの聖地です。
　学校の行事で訪れたことがあり、キャンプファイヤーや登山、カッターなど楽しかった思い出があり今回訪れてみました。湖は大きいので広々とボートで遊ぶことができます。また、湖だけでなく近くに榛名山もあり登山をすることも、ロープウェイで上ることもでき、美しい眺めを見ることができました。
　この場所にたどり着くまでに展望台があったり、CMに使われるような参道もあり、来るまでに退屈しないと思います。

写真引用アドレス
https://www.gunlabo.net/images_	2021-05-04
	33	[image: 農會欄(『西塩田村公報』第11号(1943年11月10日1頁)]	農會欄(『西塩田村公報』第11号(1943年11月10日1頁)	農會欄の記事。

戦況の激化に伴い、輸送船や国内外の食糧が不足していること。増産のための肥料・資材がなくそれでも増産をしなければならないという苦しさが見て取れる。

▼この記事は以下から参照できます。
#949 『西塩田村公報』第11号(1943年11月10日)1頁	2021-02-10
	34	[image: 花のマリモ]	花のマリモ	【高校2年生に息子を持つ主婦へインタビュー】
海野町で生まれ育っているので、とても愛着を感じているそうです。
昔は、七夕祭りにミス七夕というイベントがあったり、３０年前には毎週日曜日の9時ごろから５時まで海野町商店街の通りを交通規制して、パラソルやいすを並べたり、風船おじさんが来たり、マジックをして街を盛り上げる日曜広場というイベントが行われていた。
また、海野町にはマンションが急増している。その中でマンションの住人と海野町商店街に住んでいる方々は交流があるのかを聞いてみたところ、子供がいても親同士の関わりはない状態であるということが分かった。しかし、商店街同士の関わりはあって、イベントの打ち上げを行ったり、母親同士のつながりは徐々に強くなっているそうだ。
今後どのような街になっ	2021-02-01
	35	[image: 木やりと岩万燈]	木やりと岩万燈	

亀田の祭りで行われている木やりという掛け声である。これは古くは水路を利用する船頭による歌だが、亀田をたたえ、奮い立たせるような節回しは、祭りのために作られたような感覚さえする。
亀田の夏祭りの大きな特徴はこの木やり及び亀田大岩万燈（以下岩万燈）にある。大きなみこしをぶつけ合うその姿はまさに喧嘩祭りである。
おおむね一日目に亀田甚句流し、二日目にこの岩万燈が行われる。動画では岩万燈の一連の流れが記録してある。大きな声で木やりをかけるむさくるしい様子をぜひ見てほしい。

そもそもこの祭りが行われるようになった経緯にも、もちろん土地が関	2021-01-27
	36	[image: 村会書類(1919/大正8年 泉田村)]	村会書類(1919/大正8年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
村会書類(1919/大正8年 泉田村役場)
172頁／63MB


▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T08-01-1220
文書の種類	旧役場文書
地域	泉田村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	1919
作成部課	泉田村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
渡船場費郡費補助稟請の件、上田市松本間鉄道施設に関する意見書提出の件ほか議事録

→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は上田市公文書館収蔵のものをデジタル化し(非公開部分を除く)	2021-01-13
	37	[image: 別所を代表する霊木   別所五木④]	別所を代表する霊木   別所五木④	『温泉』もさることながら、『北向観音堂』『安楽寺』『常楽寺』など、各種寺院も観光スポットとして有名な別所温泉。古くから神仏のご加護がある特別な場所として紹介されている。

そんな別所温泉には、あまり知られていない「別所五木」という霊木たちが存在しているのをご存知だろうか。今回の散策を通して、別所の歴史を陰ながら支えてきた「別所五木」を紹介したい。

④極楽浄土へ導く木（常楽寺境内の御船の松）
幹が三方向に枝分かれしており、まるで船のマスト立っているかのような立ち振舞いである。できることならこの御船の先端に登って、『あの』ポーズをとってみたいと思うのは私だけだろうか。	2020-11-06
	38	[image: 十綱橋]	十綱橋	飯坂温泉を代表する橋。
摺上川に初めてかけられたのは平安時代で、当時は橋の両岸を十本の藤の綱で結び板を渡してその上を歩いたので『十綱橋』って名前になった。
長い歴史を持ち、『十綱の渡し』といい渡し船がされていた時には、松尾芭蕉が立ち寄り使われたとされている。
また祖母から聞いた話によると、飯坂温泉が全盛期で栄えていた頃には、観光バスが橋の上で渋滞していたようだ。
最近では令和2年4月3日に国登録有形文化財に登録された。	2020-07-14
	39	[image: 高市神社を目指して⑥～神社に馬！？～]	高市神社を目指して⑥～神社に馬！？～	高市神社に馬がいました。
当然生きているわけではないのですが、かなりリアルです。看板によると海野町のお舟を先導する馬で、祇園祭に出船するそうです。正直何のことやらよくわかりませんが、飾られている白馬は迫力があり、神聖な雰囲気を感じることが出来ました。気になる方は是非高市神社を訪れてみてください。	2020-06-23
	40	[image: 穂高神社]	穂高神社	穂高駅から徒歩数分でつく地元では有名な神社。
ここ数年で改修作業がはいり建物がきれいになりとても厳かな雰囲気が出ていてとてもいい。パワースポットとしても有名でそこそこ観光客が訪れる。お土産屋さんも充実している。また、なぜか地元の人は車を買ったらここに来る。交通安全のご利益でもあるのだろうか？詳細求む。
ここには過去初詣や地元の祭りであるお船祭りに来ていてとても思い出に残る場所。みなさんも一度訪れてみてはいかがでしょうか。	2020-06-05
	41	[image: 蔵の街遊覧船]	蔵の街遊覧船	栃木市の街中を流れる巴波川を船に乗って遊覧することが出来ます。川の流れに乗りながら、船頭が栃木市や巴波川の歴史や地域にまつわる話を『栃木河岸船頭唄』(とちぎかしせんどううた)と共に案内してくれます。付近は江戸時代を思わせる蔵造りの建物が並び、ドラマやCMのロケ地として度々利用されています。(「JIN-仁-」など)	2020-05-26
	42	[image: 常楽寺　池]	常楽寺　池	常楽寺左手に位置する池。松の木のある細道を抜けると小さな船と葉が浮かぶ池があった。光が差し込むととてもきれいな池で信憑的に感じた。この船は何か伝承があるのだろうか。	2020-05-26
	43	[image: 客船飛鳥をモデルに！直江津駅前]	客船飛鳥をモデルに！直江津駅前	地域：新潟県上越市
えちごトキめき鉄道、ＪＲ東日本の駅である。妙高はねうまラインと日本海ひすいラインの２路線が乗り入れる拠点駅である。駅構内ではバリアフリー対策としてエスカレーターやエレベーター、誘導チャイムや多機能トイレが設置されている。
直江津駅を取り上げようと思った理由は、直江津駅が客船「飛鳥」をモデルとしてデザインされたもので、特徴的な造形がなされているからである。駅内には駅内と客船「飛鳥」のデザインを対比できるパネルが設置されており、とても興味深い。	2020-05-25
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